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			CAS電子出版より『PDF CookBook』を4月発売します。

2018年08月24日　第1巻全文（Web版）をウエブサイトにて公開しました：『PDF CookBook』（HTML）

『PDF CookBook』第1巻はPDF Tool API V5の使用を前提して作成しましたが、説明文とソースプログラムはPDF Tool API V6でも変更ありません。そのままお使いいただけます。



PDFは、紙に印刷する情報を表現する電子ファイルで、デジタル時代の紙にあたります。現在、企業で使う文書を中心に紙からPDFへの転換が進んでおり、これからはPDFを紙のように手軽に簡単に編集・加工したいというニーズがますます大きくなるでしょう。『PDF CookBook』はPDFを編集・加工する方法を紹介する、いわば、PDFをメイン素材とする料理本です。

現在、さまざまなアプリケーションから大量にPDFが生み出されて流通しています。例えば、Microsoft Office には10年ほど前からPDF形式保存機能があり、また、Windows10 にはPDF出力ドライバーが標準で付くようになりました。本書の著者であるアンテナハウスからもマニュアルの原稿などを高度なレイアウトで自動組版してPDFにするソフト[1]や、廉価なPDF作成ソフト[2]も提供しています。また、主要なブラウザはPDFを表示する機能を内蔵しています。このように、この10年でPDFを作成・表示する環境は著しく進化・充実しています。PDFはWebと並んで身近になっているといえます。

本書では企業向けシステムの企画・営業担当者から開発者まで幅広い層を想定読者としています。初心者にもPDFの活用法をご理解いただけるよう、最初に図版でPDF料理のイメージを表すようにしました。PDFを調理する包丁としては、アンテナハウスのPDF編集・加工ライブラリ「PDF Tool API V5」[3]を前提としています。それぞれの課題に対して、実際にPDFをさまざまに調理するJavaプログラムのサンプルを紹介しています。また、プログラムを実際に使ってPDFを加工する実例も示しました。本書で紹介しているプログラムは、別途、Webページから配布しています。

なお、本書ではISO 32000-1:2008で作成できるPDFの機能のうち、「PDF Tool API V5」で使用できる範囲に限って説明しています。PDFの仕様で定められている機能のすべてを網羅している訳ではありません。あらかじめご了承ください。

目次

はじめに

第1章 PDF 文書のページ

1.1 ページ編集

1.1.1 総ページ数の取得

1.1.2 PDF 文書の結合

1.1.3 ページの抽出

1.1.4 ページの削除

1.1.5 PDF 文書の分割

1.1.6 白紙ページの挿入

1.1.7 ページの移動

1.2 ページサイズ、方向および余白

1.2.1 ページ境界値の取得

1.2.2 ページ境界値の設定

1.2.3 ページ周囲の余白を断裁

1.2.4 ページ周囲に余白を追加

1.2.5 ページを上下左右に分割

1.2.6 ページの拡大・縮小

1.2.7 用紙の向きを揃える

第2章 PDF 文書の本文描画

2.1 テキスト描画

2.1.1 本文テキストの追加

2.1.2 フォントの設定

2.1.3 文字の色指定

2.1.4 文字の輪郭線の色

2.1.5 描画テキストの不透明度

2.1.6 文字列の回転出力

2.1.7 縦書き文字列描画

2.1.8 帳票へ文字記入

2.2 画像描画

2.2.1 ページ上に画像を描画

2.2.2 画像の拡大・縮小描画

2.2.3 解像度（dpi）の設定

2.2.4 印鑑画像を捺印

2.2.5 QR コードを配置

2.2.6 透明度の設定

2.2.7 マスク処理：ステンシルマスク

2.2.8 マスク処理：カラーキーマスク

2.2.9 マスク処理：明示マスク

2.2.10 マスク処理：ソフトマスク

2.3 PDF ページを描画

2.3.1 PDF のページを貼り付け

2.3.2 ページ割り付け

2.3.3 PDF 文書として用意した印鑑を捺印

2.3.4 QR コード（PDF）を配置

2.4 図形描画

2.4.1 パスで直線の描画

2.4.2 パスで矩形の描画

2.4.3 パスで角丸矩形の描画

2.4.4 パスで楕円／円の描画

2.4.5 本文描画の重なり

索引

各項でPDFの料理法を取り挙げて、そのプログラム例、使用例を示しています。例えば、1.2.3 ページ周囲の余白を断裁の項は次のようになっています。
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アンテナハウスにご来社いただいた方に超格安で販売しております：ご案内ページ
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Web版

Webで全文を公開中

PDF CookBookシリーズ

[1]『PDF CookBook第2巻』は6月中旬発売です。



[2]『PDF CookBook 第3巻』

関連製品Webページ

[1]マニュアルの原稿などを高度なレイアウトで自動組版してPDFにするソフト「AH Formatter」

[2]廉価なPDF作成ソフト

[3]PDF Tool API

○次は終了

本書は、4月22日開催の技術書典４でも販売いたします。

技術書典４サークル情報☞アンテナハウスCAS電子出版
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			以前に、PDFの余白について次のような質問をいただいていました。

「基幹系システムが自動生成するPDFの帳票の左余白が不足しているため、生成されたPDF内の文書を自動的にたとえば右にシフトするなど、余白変更をバッチ処理的に行うことができる製品はありますか」


（アンテナハウス・システム製品ナビゲータ 3. PDFデータ利用・PDFの編集）

この質問に対する回答は、「いまの製品ではできません。開発課題とさせていただきます。」となっています（2018/3/23現在）。

しかし、現在作成している『PDFクックブック』（仮称）という本のサンプルをいろいろ作っていながら、「あ！できるじゃん」と思い当たりました。

PDF Tool API V5には、PDFの境界を設定する機能があります。

・setMediaBox　メディアボックスを設定する

・setCropBox　クロップボックスを設定する

メディアボックスとはPDF を印刷する媒体の物理的な境界です。最も外側の領域であり、内側にできあがりの判型の周囲にとられる裁ち落とし領域やトンボなども含みます。PDFの仕様としてメディアボックスの外側にあるオブジェクトは無視されます。

クロップボックスとは、出力媒体の上でPDF の内容を表示するユーザー空間の矩形領域を定義します。物理的な媒体とは対応付けられていません。デフォルト値はMediaBoxです。

PDFの座標系はx軸、y軸とも無限の長さを持っていて、原点 (0,0)の位置をどこに置いても構いません。回転していないPDFでは、メディアボックスやクロップボックスは左下角(x0,y0)と右上角(x1,y1)の座標により[x0 y0 x1 y1]と表現します。

メディアボックス・クロップボックスを左（x軸）にaだけシフトするには、次のように座標値を変更します。

[x0-a y0 x1-a y1]

『PDFクックブック』に掲載予定のサンプルプログラムで実際に試して見ます。

次のように設定します。



※このサンプルプログラムは一度に1つの境界値しか変更できません。サンプルなので不便ですが。

そうしますと変更前のPDFの本分領域：



が、変更後のPDFの本分領域：



となります。PDF Tool API V5でできてしまうんですね。

『PDFクックブック』初版は、4月22日開催の技術書典４にて販売する予定です。しばらくお待ちください。

本書はもちろんCAS-UBで制作しています。

ご参考：PDF Tool API V5

					

		
		
												
				カテゴリー: ブックオンデマンド			
															 | 
							
				タグ: PDF Tool API V5, PDFクックブック, 技術書典4			
						
									 | 
						コメントをどうぞ
			
					
	

				
				
			
			

		

		
			カレンダー
2024年3月	月	火	水	木	金	土	日
	« 12月	 	 
	 	1	2	3
	4	5	6	7	8	9	10
	11	12	13	14	15	16	17
	18	19	20	21	22	23	24
	25	26	27	28	29	30	31


	
		検索
		
		
	

				最近の投稿
			
					『JLA図書館実践シリーズ　37・38　図書館利用に障害のある人々へのサービス　アクセシブルなEPUB 版』を発売しました。この機会にオンラインストアを少し改善しました。
									
	
					簡単そうで難しいPDFからのテキスト抽出　解決策を考えます
									
	
					技術書典５出典記：予想を上回る来場者で完売タイトル続出
									
	
					『PDF CookBook 第3巻』を10月下旬発売します。PDFテキスト検索・抽出、マスク（墨消し）、画像最適化、レイヤなど役立つ情報満載！
									
	
					『CSSページ組版入門　第4版』プリントオンデマンド版発売。技術書典5にも出品しますのでどうぞよろしくお願いします。
									
	
					CAS-UBで注を作成する方法：脚注、章末注、巻末注
									
	
					PDF生成の新機能：行のベースライン合わせ　簡単な解説
									
	
					10月8日（月）「アンテナハウスCAS電子出版」は、『技術書典5』に出典します。
									
	
					電子書籍関連の制作・変換サービスなどのご案内
									
	
					CAS記法のマークアップがなぜ必要なのかー図版とキャプションの例
									


		最近のコメント
	PDFはなくなり、EPUBが代わって普及する、というシナリオ に 名無し より
	CAS-UBでの数式の編集とEPUB・PDFでの数式表示について に cas-supportブログ担当 より
	CAS-UBでの数式の編集とEPUB・PDFでの数式表示について に 村田　真 より
	『XSL-FOの基礎』画像制作のこと。Word経由でインポートした画像は印刷品質の劣化が激しいため、第2版ではできるだけSVG形式に変更した件。 に cas-support より
	MathMLの未来を考える―（2）『MathML数式組版入門』の大学図書館への寄贈活動について に koba より
	MathMLの未来を考える―（2）『MathML数式組版入門』の大学図書館への寄贈活動について に 広松　芳紀 より
	CAS記法のマークアップがなぜ必要なのかー図版とキャプションの例 に cas-support より
	CAS記法のマークアップがなぜ必要なのかー図版とキャプションの例 に ヤザキ より
	「日本語組版における行配置の課題」（第１版）を配布開始 に ウイドウとオーファンって、なかなか深い | 電子書籍、電子出版のCAS-UBブログ より
	ホーム に Wordに埋め込まれたイメージ画像の解像度はどうなるか？ | 電子書籍、電子出版のCAS-UBブログ より

アーカイブ
			2018年12月
	2018年11月
	2018年10月
	2018年9月
	2018年8月
	2018年7月
	2018年6月
	2018年5月
	2018年4月
	2018年3月
	2018年2月
	2018年1月
	2017年12月
	2017年11月
	2017年10月
	2017年9月
	2017年8月
	2017年7月
	2017年6月
	2017年5月
	2017年4月
	2017年3月
	2017年2月
	2017年1月
	2016年12月
	2016年11月
	2016年10月
	2016年9月
	2016年8月
	2016年7月
	2016年6月
	2016年5月
	2016年4月
	2016年3月
	2016年2月
	2016年1月
	2015年12月
	2015年11月
	2015年10月
	2015年9月
	2015年8月
	2015年7月
	2015年6月
	2015年5月
	2015年4月
	2015年3月
	2015年2月
	2015年1月
	2014年12月
	2014年11月
	2014年10月
	2014年9月
	2014年8月
	2014年7月
	2014年6月
	2014年5月
	2014年4月
	2014年3月
	2014年2月
	2014年1月
	2013年12月
	2013年11月
	2013年10月
	2013年9月
	2013年8月
	2013年7月
	2013年6月
	2013年5月
	2013年4月
	2013年3月
	2013年2月
	2013年1月
	2012年12月
	2012年11月
	2012年10月
	2012年9月
	2012年8月
	2012年7月
	2012年6月
	2012年5月
	2012年4月
	2012年3月
	2012年2月
	2012年1月
	2011年12月
	2011年11月


			メタ情報
				ログイン
	投稿フィード
	コメントフィード
	WordPress.org


					


	


	

			

			
								Proudly powered by WordPress
			

	




        


